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1 学校は教育方針をわかりやすく伝えている。 19 67 5 1 8 22 63 8 0 7

2 子どもは学校が楽しいといっている。 36 51 12 0 1 37 50 11 1 1

3 学校は保護者・家庭への連絡をきめ細かく行っている。 23 57 14 2 4 25 53 17 1 4

4 先生は生徒のことについて適切に相談に応じてくれる。 32 53 9 0 6 31 47 7 1 14

5 先生は子どもの間違った行動には厳しく指導してくれる。 28 53 7 0 12 30 47 7 1 15

6 先生はわかりやすい授業に努めている。 24 55 5 1 15 23 54 4 2 17

7 子どもは学校行事に積極的に参加している。 43 40 12 1 4 39 48 7 1 5

8 生徒会活動や委員会活動は活発である。 24 44 6 1 25 26 47 5 1 21

9 子どもは部活動に意欲的に取り組んでいる。 45 44 6 2 3 52 42 5 1 0

10 学校は保護者や地域の人々と話す機会をよく設けている。 12 48 20 1 19 14 41 17 1 27

11 ＰＴＡ活動は活発である。 13 48 11 0 28 12 49 8 1 30

12 学校の電話対応はよいと感じる。 47 39 4 1 9 47 39 4 1 9

13 学校の施設・設備はよく整っている。 52 43 0 1 4 56 37 1 0 6

【改善した点】【課題となる点】
・月１回以上のＨＰの更新、安心・安全メールでの情報発信の結果、教育方針、保護者連絡等の肯定的なＡ＋Ｂ評価は
安定している。
・項目４「先生は生徒のことについて適切に相談に応じてくれる。」のＡ＋Ｂ評価が８５％と前期より７％の上昇。
・Ａ＋Ｂ評価の割合が減少した３項目。項目７「学校行事」項目８「生徒会活動や委員会活動」項目９「部活動」
【考察】
・いしかわ教育ウィークは学校公開週間とし、全クラス道徳の授業を公開したり、全保護者・地域に対して、文化祭・
体育祭の公開の場を設けたり、学校と保護者・地域の連携を密にすることができた。
【今後の方向性】
・Ｃ，Ｄ，Ｅ評価については、今まで以上に参観の機会や情報発信の回数を増やしていく必要がある。
・学力向上を図るためにも、思考の場を設定し、ＩＣＴを効果的に活用した授業改善を進め、主体的で対話的で深
　い学びのある授業づくりから、個に応じた分かる授業をめざす。

保護者アンケート（後期）　Ｒ６年度　１２月実施
Ａ（よくあてはまる）　　Ｂ（ややあてはまる）　　Ｃ（あまりあてはまらない）　　Ｄ（まったくあてはまらない）　　Ｅ（わかならい）

内　　　　　　　　　　　　容
Ｒ６･後期（％） Ｒ６･前期（％）


